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2．血清ホモシステイン値は冠動脈病変に影響を与えるか
研究会報告
第10回東京医科大学脈管研究会
日　　時　平成12年9月5日（火）
　　　　　午後6時00分～
場　所東京医科大学病院教育棟5階講堂
当番教室　産科婦人科学教室
特別講演　手術後に生ずるリンパ浮腫の考え方と
　　　　　治療
　　　　　　　国立金沢病院
　　　　　　　　　　名誉院長　上山武史　先生
（内科学第二）天谷　和貴
【目的】動脈硬化や血栓形成の危険因子であるホモシステ
イン（Hcy）と冠動脈硬化の関係を検討した。
【方法】対象は冠動脈造影を施行した連続した180例（男性
140例、女性40例、平均年齢62±10歳）で冠動脈造影開始
前に採取した血清を用いHcyを測定した。冠動脈造影の狭
窄は、AHAの分類に従い50％以上の狭窄を有意狭窄とし
（1）病変なし（nvd）（2）1枝病変（1vd）（3）2枝病変
（2vd）（4）3枝病変（3vd）に分類した。
【結果】血中Hcy値（pt　M）はnvd群9．8±2．8、　svd群9．6±2．4、
2vd群10．0±3．8、3vd群12．0±7．3であり、3vd群はnvd群、
svd群に対して有意に高値を示した（p〈0．01）。糖尿病、高
脂血症、高血圧の既往および喫煙歴の有無と血中Hcy値の
間に有意な関係は無かった。
【総括】高Hcy血症は冠動脈病変の独立した指標である可能
性が示唆された。
1．リンパ管の構造と機能一筋型リンパ管と静脈の形態学
的相違一
（整形外科学）アルドン・アルキン
筋型リンパ管は腸間膜を始め肺門や肺靱帯に発達してい
る。これらは構造上、静脈とよく似ているので、しばしば
誤解される。リンパ管の組織学的構造を把握するために、
内皮細胞マーカーであるCD31およびCD34を用いてこれら
を識別しようと試みた。
血管内皮にはCD31／34ともに発現した。しかし、リンパ管
ではCD31は陽性であるが、　CD34は陰性であった。更に、
リンパ管の周囲および筋層内には毛細血管が発達し、これ
をCD31で確認された。
東京医大病院の病理部に登録されている静脈性血管腫とリ
ンパ管腫の計50数例を再調査すると、この原則はリンパ管
腫と診断されていたものではすべてが当てはまったが、静
脈性血管腫とされていたものでは、その○％がリンパ管腫
と変更されるべきものであった。
3．高齢者の血小板機能と血管病変
（老年病学）深谷　修一
【目的】
高齢者の血小板機能に影響する因子を明らかにすること。
【方法】
高齢者497例（年齢76歳）を対象として計839血液サンプル
の血小板凝集能［grading　curve（GC）の型］を血管病変
［頭部CT、頚動脈超音波検査（US）所見］、抗血小板療法
の有無別に解析した。
【結果】
凝集能は抗血小板療法で最も影響され、特にチクロピジン
による抑制が強力であった。年齢、性による影響もみられ、
凝集能は高齢者、女性で元署していた。頭部㏄所見による
差はみられず、US所見別では両側頚動脈病変群、各plaque
や狭窄の混在する群で各々凝集能尤進を示したが、いずれ
も高齢であった。
【結論】
高齢者にみられた凝集能の元進は、加齢に伴って進展した
血管病変の存在を反映している可能性が示された。
（1）
